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衛星画像から同
定され，現地で
も確認された断
層変位の位置平成28年熊本地震の地表地震断層調査

SAR衛星からの観測データを用いた地震性地殻変動の解析大地震や大津波の長期予測や被害軽減を目的に，活断層 
や内陸地殻変動，津波堆積物の研究を地形・地質・地球 
物理学的手法を駆使して，実施しています．

国土地理院websiteより 同じ活断層がわずか6年弱で繰り返し動iいた 
Fukushima et al. Nature Geoscience, 2018

2011年東北地方太平洋沖地震・津波で 
打ち上げられた津波石（宮古市摂待）

西暦869年貞観津波の研究）



災害科学国際研究所 ⽯澤尭史
【専⾨分野】年代学，堆積学
【研究テーマキーワード】
・活断層，津波堆積物
・地震，津波の発⽣頻度推定，規模評価
・放射性炭素年代測定，暦年較正，ベイズ推定

活断層の例：野島断層（淡路島）

北海道浦幌町における過去3000年間の津波の
発⽣間隔．灰⾊で⽰したのはそれらの累積確率
密度分布．津波の発⽣間隔は200年と500年の
2通りが推定される．陸前⾼⽥市における津波堆積物



菅原 ⼤助
災害科学国際研究所 災害リスク研究部⾨ 低頻度リスク評価研究分野

【専⾨分野】
古地震・津波堆積物・数値シミュレーション

【研究テーマキーワード】
• 津波の地質記録「津波堆積物」の時空間分布の解明
• 津波堆積物の数値シミュレーションによる低頻度巨⼤地震・津
波のリスク評価

• 津波⼟砂移動・地形変化数値解析モデルの開発・改良・検証

現地データを元に、津波氾濫・⼟砂移動
の数値解析モデルの開発・改良・検証を
⾏います。写真は、2011年東⽇本⼤震災
の津波堆積物調査の様⼦。⽶国地質調査
所（USGS）などと共同で実施しました。

地層の堆積構造、鉱物・元素・微化⽯
などの組成を分析し、津波堆積物を識
別します。写真は、メキシコでの古津
波堆積物調査の様⼦（2018年）。メキ
シコ国⽴⾃治⼤学と共同で実施しまし
た。

1867年基隆地震による津波の⼟砂移動・
地形変化の数値シミュレーション。津波
堆積物データを説明する地震断層モデル
を数値解析で推定しました（台湾の新華
⼤学および東華⼤学との共同研究）。



福島 洋 （ふくしま よう）
研究内容：（主）InSARを使った地震・⽕⼭等の変動の
計測とモデリング、地震や地質データと合わせた解釈。
（副）科学の利⽤による災害軽減（地震の予測情報活
⽤など）。

複雑な断層の動きの検出 地下の断層すべりの推定2011年巨⼤地震後の⽕⼭沈降
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地震の事象系統樹（⼩規模な地震やゆっくりなすべりが⼤地震に
⾄る可能性の可視化）（→起こりうる現象を理解したうえでの対
策⽴案）

微⼩な変動（年数ミリ）測定
（下図は断層クリープ検出例）




